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障がい者
スポーツを
サポート！
障がい者
スポーツを
サポート！

まちの
ごみ拾いを
実践！

被災地の
サポート！

外国人と
交流する！

①まちづくりとエコ活動
②スポーツと
   くらしのバリアフリー

やってみたい活動が
かならず見つかる！

参考になるアイデア
がいっぱい！

活動計画・記録
ワークシート付き！

③復興支援とまちの安全
④オリンピック・
　パラリンピックと国際交流　

活動計画・記録ワークシート
自
じ

分
ぶん

の好
す

きなこと、興
きょう

味
み

を持
も

ったことにつながるボランティアは見
み

つかりましたか？　やってみたい

ボランティアが決
き

まったら、活
かつ

動
どう

する前
まえ

に　 　を使
つか

って、どんなふうにするの

かしっかりと計
けい

画
かく

を立
た

てましょう。活
かつ

動
どう

が終
お

わったら　 　を使
つか

ってふりかえり

ましょう。きちんと記
き

入
にゅう

しておけば、後
あと

でボランティア活
かつ

動
どう

について発
はっ

表
ぴょう

するときに役
やく

立
だ

ちます。

ボラン

を立
た

て

んと記
き

シート

当
とう

日
じつ

にすることは、なるべく具
ぐ

体
たい

的
てき

に確
かく

認
にん

しておこう。それによって、

準
じゅん

備
び

するものも変
か

わってくる。

活
かつ

動
どう

によっては、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

や、

ボランティア団
だん

体
たい

に、注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

を

事
じ

前
ぜん

に確
かく

認
にん

しておこう。
当
とう

日
じつ

、何
なん

名
めい

が参
さん

加
か

するか、

ボランティア先
さき

にかならず

伝
つた

えておこう。

出
で

会
あ

った人
ひと

の印
いん

象
しょう

や、その

人
ひと

のようすがどうだったか

も書
か

くとよい。

感
かん

想
そう

のほかに、ボランティア

活
かつ

動
どう

を通
とお

して知
し

ったこともあ

れば、書
か

きとめておこう。

自
じ

分
ぶん

がどんな行
こう

動
どう

をしたか、

タイムライン図
ず

にまとめてお

くと、順
じゅん

を追
お

って活
かつ

動
どう

をふり

かえることができるのでよい。

記
き

録
ろく

は、なるべく活
かつ

動
どう

後
ご

す

ぐに書
か

こう。そのほうが、

具
ぐ

体
たい

的
てき

な感
かん

想
そう

が書
か

ける。

●「活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

ワークシート」は表
ひょう

紙
し

の裏
うら

、「活
かつ

動
どう

記
き

録
ろく

ワークシート」は裏
うら

表
びょう

紙
し

の裏
うら

にあるのでコピーして使
つか

ってください。

30 31

date　　　.　　.　　　

ボランティア活
か つ

動
ど う

は、助
た す

け合
あ

いの気
き

持
も

ちや、ちょっとしたきっかけからはじまることが多
お お

い
ものです。ここで紹

しょう

介
か い

されている5つの　　　　に沿
そ

って準
じゅん

備
び

やふりかえりをして、「世
よ

の
中
な か

を少
す こ

しいい方
ほ う

向
こ う

に変
か

えることができた」と実
じ っ

感
か ん

できるような、実
み の

りのある活
か つ

動
ど う

にしましょ
う。30ページの『「活

か つ

動
ど う

計
け い

画
か く

・記
き

録
ろ く

ワークシート」の使
つ か

い方
か た

』もあわせて見
み

てください。

　ボランティア活
かつ

動
どう

は、活
かつ

動
どう

の計
けい

画
かく

を立
た

てることからはじまります。下
した

の❶から❺までのポイントにそって、

目
もく

的
てき

や活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を考
かんが

えましょう。グループで行
おこな

う場
ば

合
あい

は、みんなで話
はな

し合
あ

って決
き

めることが大
たい

切
せつ

です。計
けい

画
かく

を

立
た

てたら、先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

して、安
あん

全
ぜん

かどうか、人
ひと

に迷
めい

惑
わく

をかけないかどうかを確
かく

認
にん

しましょう。校
こう

外
がい

でボランテ

ィア活
かつ

動
どう

を行
おこな

うときは、地
ち

域
いき

のボランティアセンターに相
そう

談
だん

してみるとよいでしょう。

　活
かつ

動
どう

に関
かか

わるみんなが、おたがいに気
き

持
も

ちよくできるよう、下
した

の❶から❺までのポイントを守
まも

りましょう。

　全
ぜん

国
こく

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

、市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

には、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

とい

う組
そ

織
しき

があります。この社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と協
きょう

力
りょく

して、地
ち

域
いき

のボランティア情
じょう

報
ほう

の収
しゅう

集
しゅう

や発
はっ

信
しん

、研
けん

修
しゅう

などを行
おこな

って

いる「ボランティアセンター」では、ボランティアをし

たい人
ひと

を、ボランティアを募
ぼ

集
しゅう

している団
だん

体
たい

に紹
しょう

介
かい

する

活
かつ

動
どう

もしています。やってみたいことがあるときは、相
そう

談
だん

してみるとよいでしょう。

　N
エヌ

P
ピー

O
オー
※や町

ちょう

内
ない

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

などがボランティア活
かつ

動
どう

を行
おこな

うこともありますが、ボランティア団
だん

体
たい

を探
さが

すときは、

かならず先
せん

生
せい

や保
ほ

護
ご

者
しゃ

に相
そう

談
だん

してから進
すす

めましょう。

計
け い

画
か く

を立
た

てよう！ 実
じ っ

際
さ い

にやってみよう！

❶だれの役
や く

に立
た

つことをする？（子
こ

ども、高
こう

齢
れい

者
しゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

、外
がい

国
こく

の人
ひと

、地
ち

域
いき

の人
ひと

など）

❷どこで？　（家
いえ

の近
ちか

く、学
がっ

校
こう

の近
ちか

く、個
こ

人
じん

宅
たく

、施
し

設
せつ

、公
こう

共
きょう

機
き

関
かん

など）

❸何
な に

を？　（自
じ

分
ぶん

たちがやりたいこと、できそうなこと、必
ひつ

要
よう

としている人
ひと

がいること、身
み

近
ぢか

なことなど）

❹いつ？（平
へい

日
じつ

、休
きゅう

日
じつ

、昼
ひる

間
ま

、夜
や

間
かん

）

❺だれと？　（ひとりで、友
とも

だちと、グループで）

❶とにかくやってみよう

❹迷
ま よ

ったら相
そ う

談
だ ん

しよう

❸相
あ い

手
て

の立
た ち

場
ば

になって
　考

かんが

えよう

❷ルールを守
ま も

ろう

❺楽
た の

しく取
と

り組
く

もう

最
さい

初
しょ

は少
すこ

し気
き

おくれする人
ひと

もいるかもしれま
せんが、思

おも

い切
き

ってやってみましょう。

活
かつ

動
どう

中
ちゅう

に、やり方
かた

がわからないときや、
困
こま

ったときなどは、ひとりで決
き

めずに
まわりの人

ひと

に相
そう

談
だん

しましょう。

※N
エヌ

P
ピー

O
オー

……N
ノ ン

on-P
プロフィット

rofit-O
オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

rganizationを略
りゃく

した頭
かしら

文
も

字
じ

。お金
かね

をもうけることを目
もく

的
てき

とせず、活
かつ

動
どう

を行
おこな

う民
みん

間
かん

の組
そ

織
しき

のこと。

自
じ

分
ぶん

では「相
あい

手
て

のため」と思
おも

ってやっていても、相
あい

手
て

に
とってうれしいこととは限

かぎ

りません。「これは、本
ほん

当
とう

に
相
あい

手
て

のためになるかな？」と考
かんが

えて行
こう

動
どう

しましょう。

集
しゅう

合
ごう

時
じ

間
かん

を守
まも

る、決
き

められた服
ふく

装
そう

をする、活
かつ

動
どう

中
ちゅう

はふざけないなど、ルールはかならず守
まも

りましょう。

かんたんなことばかりとは限
かぎ

りません
が、自

じ

分
ぶん

の好
す

きなことや得
とく

意
い

な分
ぶん

野
や

を
生
い

かし、楽
たの

しく活
かつ

動
どう

しましょう。

地
ち

域
い き

のボランティアの拠
き ょ

点
て ん

　ボランティアセンター

▶ポイント❶

▶ポイント❸ ▶ポイント❺
▶ポイント❹

▶ポイント❷
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ボランティア活動ガイド

　ごみゼロデーの朝
あさ

は、校
こう

庭
てい

に参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

が集
しゅう

合
ごう

して、

開
かい

会
かい

式
しき

を行
おこな

います。エコ委
い

員
いん

会
かい

の委
い

員
いん

長
ちょう

が「捨
す

てれば

ごみ、集
あつ

めれば資
し

源
げん

になります」と呼
よ

びかけました。 

　学
がく

年
ねん

ごとの担
たん

当
とう

場
ば

所
しょ

を確
かく

認
にん

したら、活
かつ

動
どう

開
かい

始
し

です。

子
こ

どもたちは軍
ぐん

手
て

をはめ、ごみ袋
ぶくろ

を持
も

って、ごみを集
あつ

めます。大
おお

きなごみやよくわからないものが落
お

ちてい

たときは、大
お と な

人に伝
つた

えて拾
ひろ

ってもらいます。 

　地
ち

域
いき

の人
ひと

がいつもきれいにしている住
じゅう

宅
たく

街
がい

は、ほと

んどごみが落
お

ちていません。いっぽうで、駅
えき

前
まえ

や大
おお

き

な道
どう

路
ろ

ぞいには、たくさんのごみがありました。 

　６年
ねん

生
せい

にとっては６回
かい

目
め

のごみゼロデーです。「まち

のごみが減
へ

ってきていると感
かん

じた」「ごみを捨
す

てないよ

うに心
こころ

がけたい」という声
こえ

があがりました。 

　東
とう

京
きょう

都
と

豊
と

島
しま

区
く

の富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、毎
まい

年
とし

５月
がつ

に全
ぜん

校
こう

児
じ

童
どう

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

、地
ち

域
いき

の人
ひと

たちが協
きょう

力
りょく

して学
がっ

校
こう

周
しゅう

辺
へん

のごみを拾
ひろ

う「ごみゼロデー」の活
かつ

動
どう

をしています。富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

があるところは、とてもきれいなまちに見
み

えます。それでも、いざ

歩
ある

いてみると、たくさんのごみが集
あつ

まりました。 

　ごみゼロデーのリーダーとして活
かつ

躍
やく

していたエコ委
い

員
いん

会
かい

では、ほかにも環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を意
い

識
しき

した行
こう

動
どう

を呼
よ

びか

け、緑
みどり

の募
ぼ

金
きん

、資
し

源
げん

の回
かい

収
しゅう

、草
くさ

木
き

やホタルを育
そだ

てるビ

オトープづくりなどいろいろな取
と

り組
く

みをしています。

　富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

の丹
たん

野
の

裕
ゆう

基
き

先
せん

生
せい

は「ごみゼロデーの

効
こう

果
か

は、まちがきれいになったことだけではありませ

ん。子
こ

どもたちと地
ち

域
いき

の方
かた

との心
こころ

のつながりが深
ふか

まり

ました」と話
はな

します。また、地
ち

域
いき

とのよりよいつなが

りを考
かんが

え、「エコ活
かつ

動
どう

について学
がく

習
しゅう

したことを地
ち

域
いき

の人
ひと

に聞
き

いてもらいたい」と意
い

見
けん

を出
だ

したり、「ホタルの美
うつく

しい光
ひかり

を地
ち

域
いき

の方
かた

に見
み

てもらいたいから、招
しょう

待
たい

状
じょう

やポ

スターをつくろうよ」とアイディアを出
だ

したりする人
ひと

がいて、感
かん

心
しん

したそうです。 

　みんなで考
かんが

え、工
く

夫
ふう

しながらボランティア活
かつ

動
どう

を進
すす

めています。 

宮
み や

川
が わ

朗
あきら

くん

（小
しょう

学
がく

６年
ねん

生
せい

　委
い

員
いん

長
ちょう

）

毎
まい

年
とし

ごみゼロデーの活
かつ

動
どう

を続
つづ

けてきたおかげで、ふだんか
らごみが落

お

ちていると気
き

に
なって拾

ひろ

うようになりました。

千
ち

秋
あ き

彩
な な

光
り

さん

（小
しょう

学
がく

６年
ねん

生
せい

　副
ふく

委
い

員
いん

長
ちょう

）

環
かん

境
きょう

のために、ひとりででき
ることは限

かぎ

られるけど、学
がっ

校
こう

でなら、できることが広
ひろ

がる
と感

かん

じました。

エコ委
い

員
い ん

会
か い

委
い

員
いん

会
かい

活
かつ

動
どう

の中
なか

に「エコ委
い

員
いん

会
かい

」がある

学
がっ

校
こう

があります。委
い

員
いん

会
かい

内
ない

で活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を

話
はな

し合
あ

い、決
けっ

定
てい

すると、学
がっ

校
こう

全
ぜん

体
たい

にエコ

活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

むように呼
よ

びかけます。ま

た、地
ち

域
いき

に広
ひろ

く呼
よ

びかけもします。

　自
じ

分
ぶん

が住
す

んでいるまちをそうじしたり、
草
くさ

木
き

の手
て

入
い

れをしたりして、きれいにす
るのが、まちの美

び

化
か

ボランティアです。
　それだけでなく、エコ活

かつ

動
どう

を通
とお

して、
まちで集

あつ

めたごみを資
し

源
げん

に再
さい

利
り

用
よう

するこ
ともまちの美

び

化
か

活
かつ

動
どう

のひとつです。

※地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

によって、ごみ処
しょ

理
り

の方
ほう

法
ほう

がちがうため、「燃
も

えるごみ」、「燃
も

やすごみ」「燃
も

えないごみ」、「燃
も

やさないごみ」など言
い

い方
かた

や、分
ぶん

別
べつ

のしかたがちがいます。

ペットボトルのキャップなどの資
し

源
げん

を回
かい

収
しゅう

するエコポスト。学
がっ

校
こう

の玄
げん

関
かん

に置
お

かれ、地
ち

域
いき

の人
ひと

が入
い

れることもできる。

エコ委
い

員
いん

がつくった教
きょう

室
しつ

のごみ箱
ばこ

。

分
ぶん

別
べつ

の内
ない

容
よう

が具
ぐ

体
たい

的
てき

に書
か

かれている。

拾
ひろ

ったごみは、学
がっ

校
こう

に持
も

ち帰
かえ

って分
ぶん

別
べつ

。「あれ、これ燃
も

える？

燃
も

えない？」　ごみを分
わ

けるのは、意
い

外
がい

と難
むずか

しい。

低
てい

学
がく

年
ねん

は学
がっ

校
こう

の近
ちか

くや公
こう

園
えん

を、高
こう

学
がく

年
ねん

は大
おお

きな道
どう

路
ろ

ぞいや駅
えき

前
まえ

を担
たん

当
とう

。

毎
まい

月
つき

10日
か

はエコデー。エコ委
い

員
いん

が「電
でん

気
き

をこまめに消
け

そう」
「水

みず

を出
だ

しっぱなしにしない」などの行
こう

動
どう

を呼
よ

びかける。

地
ち

域
いき

の人
ひと

もたくさん参
さん

加
か

してくれ、総
そう

勢
ぜい

400名
めい

になった。
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レポート

　公
こう

園
えん

や海
かい

岸
がん

、史
し

跡
せき

、歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

、神
じん

社
じゃ

、寺
てら

、公
こう

民
みん

館
かん

といった、さまざまな人
ひと

が訪
おとず

れる場
ば

所
しょ

のごみ拾
ひろ

いや、

はきそうじをします。集
あつ

めたごみを、分
ふん

別
べつ

する作
さ

業
ぎょう

を

することもあります。

　個
こ

人
じん

でも取
と

り組
く

めるほか、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

やボランティ

ア団
だん

体
たい

、自
じ

治
ち

会
かい

などが日
にち

時
じ

を決
き

めて活
かつ

動
どう

するときに参
さん

加
か

することもできます。

　こまめな水
みず

やりが必
ひつ

要
よう

な夏
なつ

や、雨
あめ

の少
すく

ない季
き

節
せつ

には、

花
か

壇
だん

の水
みず

やりボランティアが活
かつ

躍
やく

します。草
くさ

花
ばな

を枯
か

ら

さないよう、土
つち

のようすを見
み

て、水
みず

やりをします。同
どう

時
じ

に、雑
ざっ

草
そう

をぬいたり、花
はな

が散
ち

った後
あと

の植
しょく

物
ぶつ

をつんだ

りといった手
て

入
い

れもします。

　植
しょく

樹
じゅ

ボランティアが植
う

えた草
くさ

木
き

の手
て

入
い

れも、ボラン

ティアが募
ぼ

集
しゅう

され、行
おこな

う場
ば

合
あい

があります。

　クリスマスやハロウィンなどの行
ぎょう

事
じ

やイベントで盛
も

り上
あ

がった後
あと

のまちや、サッカーや野
や

球
きゅう

などの試
し

合
あい

が

終
お

わった後
あと

のスタジアムで、集
あつ

まった人
ひと

や観
かん

客
きゃく

がごみ

拾
ひろ

いをする姿
すがた

をよく目
め

にします。

　これは、自
し

然
ぜん

にはじまった活
かつ

動
どう

だといわれています。

楽
たの

しく盛
も

り上
あ

がった後
あと

は、きれいにして帰
かえ

ろうという

考
かんが

えで、だれもが気
き

軽
がる

に行
おこな

えるボランティアです。

　公
こう

園
えん

の木
き

々
ぎ

や、街
がい

路
ろ

樹
じゅ

の根
ね

本
もと

にはごみが落
お

ちている

ことがあります。見
み

た目
め

も悪
わる

く、木
き

の成
せい

長
ちょう

にもよくな

いので、地
ち

域
いき

や学
がっ

校
こう

で活
かつ

動
どう

するボランティアが取
と

り除
のぞ

きます。

　また、高
こう

齢
れい

者
しゃ

が、庭
にわ

の木
き

を切
き

ることが難
むずか

しい場
ば

合
あい

、

家
いえ

を訪
ほう

問
もん

し、樹
じゅ

木
もく

の手
て

入
い

れをするボランティアもあり

ます。

　公
こう

園
えん

や広
ひろ

場
ば

、道
どう

路
ろ

、学
がっ

校
こう

などの草
くさ

むしりをするボラ

ンティア活
かつ

動
どう

です。地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

やボランティア団
だん

体
たい

、

自
じ

治
ち

会
かい

などが日
にち

時
じ

を決
き

めて、ボランティアを募
ぼ

集
しゅう

して

います。

　子
こ

どもだけで行
おこな

うこともできますが、むしりとった

ほうがいい植
しょく

物
ぶつ

と、残
のこ

さなくてはいけない植
しょく

物
ぶつ

を見
み

分
わ

ける必
ひつ

要
よう

があるので、まずは大
お と な

人と行
おこな

いましょう。

　まちの雰
ふん

囲
い

気
き

を明
あか

るくするために、公
こう

園
えん

や道
どう

路
ろ

、学
がっ

校
こう

、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

のまわりなどに花
はな

を植
う

え、花
か

壇
だん

をつくる

ボランティアです。季
き

節
せつ

に合
あ

わせて、花
はな

の植
う

えかえも

行
おこな

います。街
がい

路
ろ

樹
じゅ

などの苗
なえ

木
ぎ

を植
う

える植
しょく

樹
じゅ

も行
おこな

います。

　新
あたら

しい公
こう

園
えん

や道
どう

路
ろ

ができたときは、植
しょく

樹
じゅ

ボランティ

アが募
ぼ

集
しゅう

され、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の計
けい

画
かく

にもとづいて植
しょく

樹
じゅ

が行
おこな

われます。

30万
ま ん

人
に ん

がいっせいにごみ拾
ひ ろ

い！　 グリーンバード
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小

小

小 小 小

小

小

中 中 中 中

中

中 中

＝小
しょう

学
がく

生
せい

から参
さん

加
か

可
か

能
のう

なことがある ＝中
ちゅう

学
がく

生
せい

から参
さん

加
か

可
か

能
のう

なことがある

　全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で、まちのそうじをするボランティア団
だん

体
たい

の

「グリーンバード」。地
ち

域
いき

の住
じゅう

人
にん

や店
みせ

の人
ひと

、企
き

業
ぎょう

などが

チームをつくり、活
かつ

動
どう

していて、国
こく

内
ない

に77、海
かい

外
がい

に11

の活
かつ

動
どう

拠
きょ

点
てん

があります（2017年
ねん

12月
がつ

現
げん

在
ざい

）。Ｗ
ウ ェ ブ

ＥＢサ

イトには、各
かく

チームのようすや活
かつ

動
どう

場
ば

所
しょ

、日
にち

時
じ

が掲
けい

載
さい

さ

れていて、子
こ

どもから大
お と な

人まで、だれもが自
じ

由
ゆう

に参
さん

加
か

す

ることができます。

　毎
まい

年
とし

夏
なつ

には、日
にっ

本
ぽん

財
ざい

団
だん

主
しゅ

催
さい

の「海
うみ

と日
に

本
ほん

プロジェクト」

の一
いっ

環
かん

として、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

の海
うみ

をきれいにする大
おお

きなプロ

ジェクトが行
おこな

われます。30万
まん

人
にん

をこえる人
ひと

たちが海
うみ

辺
べ

でごみ拾
ひろ

いをするほか、小
しょう

学
がく

生
せい

向
む

けの海
うみ

と環
かん

境
きょう

を考
かんが

える

勉
べん

強
きょう

会
かい

やワークショップも開
ひら

かれています。

チームでごみ拾
ひろ

いをすれば、楽
たの

しさが倍
ばい

増
ぞう

する。 海
うみ

をきれいにするプロジェクトで、海
かい

岸
がん

のごみを拾
ひろ

うようす。
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カタログ

①まちづくりと
　エコ活動

②スポーツと
   くらしのバリアフリー

③復興支援と
   まちの安全

④オリンピック・
　パラリンピックと国際交流　

NDC369　小学校中学年から中学生

エコ活動

国際交流
寄付活動

学校の防災活動

福祉

復興支援

ちょボラ

地域の見守り

◎ 解説
「ボランティアで将来を考えよう！」

総合的な学習の時間、特別活動の取り組みに監修：長沼 豊（学習院大学教授）

揃定価：揃本体 12,000 円＋税　　NDC 369



日本各地の
小学校、中学校で

行っている活動を取材した
「レポート」ページ。

豊富な写真と児童・生徒の
コメント付き。

計画を立てる　やってみる　記録する　ふりかえる　みんなに伝える 

　同年代や少し年上の人たちが活動する姿から、子ども
たちはみずから動くことで社会をよりよい方向へと、
変えていけることに、心を動かされることでしょう。
　そこから、地域の課題や現代の問題について、調べ、
考え、行動するようになります。
　ボランティアは社会を知る“窓”なのです。

　巻末の「ボランティアで
将来を考えよう！」と
いう解説ページでは、
ボランティアという視点
から、さまざまな職業や
取り組みを紹介しています。

総合的な学習の時間、特別活動、
特色ある学校の取り組みなどで活用できます！

活動が終わったら「活動記録
ワークシート」をつかってふ
りかえろう。

やってみたいボランティアが見つ
かったら「活動計画ワークシート」
で計画を立てよう！

小学生・中学生にできる
さまざまなボランティア活動を

具体的に紹介する
「カタログ」ページ。

オリンピック・パラリンピックの
ボランティアも特集

ボランティアは
「キャリア教育」の
はじめの一歩


